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令和5年度における研究成果報告会を次のとおり開催しますので、地域企業の方々、ご関係の方々に多数ご参加いただきたくご案内します。

　■　開　催　日　時　：　令和６年　３月２６日（火）１０：１５～１２：００
■　会　　　　　場　：　岡山セラミックスセンター　セミナー室

　　　　　　　　　　　　 （備前市西片上1406-18   TEL 0869-64-0505）
■　定　　　　　員　：　５０名
■　参    加    費　：　無　  料
■　申  込  方  法　：　別紙の様式により、令和６年　３月１８日（月）までにメールまたはＦＡＸ
(0869-63-0227)にてお申込み下さい。
■　申    込    先　：　(一財)岡山セラミックス技術振興財団  備前市西片上1406-18 担当  佐藤
              　　　　　TEL 0869-64-0505  FAX 0869-63-0227　Mail : csato@optic.or.jp
■　そ   の    他　　:★申込み後、ご欠席となった場合には、代理の方のご出席をお願いすると共に
　　　　　　　　　　　　事務局にご一報ください。
　　　　　　　　　　　　★参加申込書にご記入いただいた情報は、事業運営上必要な範囲に限り、適切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　に使用させていただきます。
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■　会場案内図


· プ　ロ　グ　ラ　ム　　　各テーマ　発表15分　質疑応答5分
	時　　　間
	内　　　　　　　　　　　　　容

	10:15-10：20 
	開会あいさつ

 （一財）岡山セラミックス技術振興財団　　研究所所長　　　平　初　雄

	10:20-10:40

	備前地域の耐火物企業における耐火物リサイクルに関する課題
(一財)岡山セラミックス技術振興財団  　 上席研究員    　花　桐　誠　司

	
	昨今、SDGsに関する取組みが高まっている中、耐火物のリサイクル化を検討するため、備前地域の耐火物関連企業11社の耐火物リサイクルに関する課題を調査した結果、各社の課題に多くの共通点が認められた。これらをリサイクル推進上の共通課題として捉え、品質・供給・コスト・技術・環境等の各項目別に紹介する。

	10:40-11:00
	高機能耐火材料の研究開発　~複合炭化物の多量合成への試み~
(一財)岡山セラミックス技術振興財団 　  主任研究員     　前　田　朋　之

	
	複合炭化物は、耐火物の酸化防止剤やSiCの焼結助剤に適していると言われている。複合炭化物を普及させるには、安価で多量に供給可能であることが第一条件である。本研究では、誘導炉によりAl4SiC4を安価で、多量に生産することを試みた結果を報告する。

	11:00-11:20
	高温特性にかかる新評価技術の確立 超高速加熱炉による接触角測定-
(一財)岡山セラミックス技術振興財団 　  主任研究員     　前　田　朋　之

	
	高温観察に特化した、急加熱・冷却が可能な装置を開発した。本装置は、高温特性を短時間で評価でき、これまで時間を多く費やす測定も短時間で測定できるようになった。ここでは、SiC/電解鉄/高炉スラグ系の濡れ挙動について高温観察および試験後試料の微構造観察を行った結果について報告する。

	11:20-11:40

	高温特性にかかる新評価技術の確立　–COガスによる腐食試験-
(一財)岡山セラミックス技術振興財団 　  主任研究員     　前　田　朋　之

	
	ASTMにおけるパーマれんが崩壊の評価は、外観比較による定性的な判断を行うが、本研究では、定量的に判断する方法を模索した。その結果、CO腐食試験に加え、通気率測定および割裂試験を追試することで定量比較が可能であることが示唆されたので報告する。

	11:40-12:00

	高温特性にかかる新評価技術の確立　—耐熱衝撃性-
(一財)岡山セラミックス技術振興財団 　  主任研究員     　前　田　朋　之

	
	熱衝撃は、材料の熱伝導率、熱膨張および機械特性で議論されることが多い。機械特性の中でも弾性率は、熱衝撃のみならず熱損傷抵抗性を議論する場合も用いられ、温度に対するその値の変化を知ることは重要である。ここでは、新たに導入した非破壊・連続式のれんが用高温弾性率測定装置を用いてれんがにおける温度に対する弾性率の変化を測定した結果を報告する。

	12:00-
	閉　会


（３月１８日（月）締切   ＦＡＸ  ０８６９－６３－０２２７　　Eメール csato@optic.or.jp 事務局　佐藤行）
令和５年度 （一財）岡山セラミックス技術振興財団
研究報告会　参加申込書
　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　　年　　　月　　　日
	会社名
	申込担当者

	TEL
	FAX


案内のあった報告会に次のとおり参加を申し込みます。

	No
	参加者名
	所属/役職
	備考

	１


	
	
	

	2


	
	
	

	3
	
	
	

	4


	
	
	

	5

	
	
	


令和5年度


（一財）岡山セラミックス技術振興財団　研究報告会


－　ご　案　内　－








・ＪＲ赤穂線で45分


西片上駅下車徒歩約


８分


・岡山市内から車で約１時間








